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    Neogene stratigraphy  and  paleegeography in the NiigrLta region,  Central Japan

                       Iwao Kobayashi* and  Masaaki Tateishi*

 Abstract The  Neogene to Lower  Pleistocene formations in the Cenozoic Niigata sedimentary  basin is

rec.ompiled  on  the basis of  new  stratigraphical,  paleontologieal and  radiometric  age  data (Figs. 1 , 2 ) .

  Eight sheets  of  paleogeographic maps  during Neogene to Early Pleistocene time  are  reconstructed  as

shown  in Figs. 3 NIO.

  1 ) Early Miocene (18Ma) : Early Miocene pyroclastic  and  clastic  sediments  unconfermably  cover

the  Oligocene deposits and  Mesozoic and  Paleozoic basements, Significant volcanic  activities  occurred  on

land in the  Sado  and  Tsugawa  districts .

  2 ) Early 1 Middle Miocene (16'15Ma) : Extensive transgression  occurred  and  a shallow  sea  with

a  warm  water  current  appeared  comprising  many  kinds of  tropical and  subtropical  elements.

  3 ) Middle Middle Miocene (14-13Ma) : The sea  became  bathyal, In the  southern  area  of the basin

a Iarge-scale  submarine  fan gradually  developed, While in the northern  area  diatomaceQus oozes

accumulated.  The fauna and  fiora are  characterized  by temperate and  deep sea  elements,

  4 ) Late  Middle Miocene (11- 9 Ma)  : The  growth'of  the submarine  fan diminished and  thick  diato･

maceous  sediments  were  accumulated  with  stagnant  faunas.

  5> Late Miecene (7 Ma) : The upheaval  of  sea  floor in the Niigata sedimentary  basin widely

occurrecl in addition  to sea  level change.  The  small-scaled  trough  filling deposits were  again  accumu-

lated on  the deep sea floer, During  that time, the oceanic  environment  was  changed  to a  temparate  or

cool temperate condition.

  6 ) Early PIiocene (4Ma) : The  marine  basin again  subsided  and  widened.  Warm  current  flowed

into the basln.

  7)  Late Pliecene1Early  Pleistocene (3Ll.5Ma) :The  upheaval  of  the eastern  and  southern  areas

proceeded  resulting  in wide  lowland areas. Thick sediments  of land to shallow  marine  facies were  depo-

sited  in the subsiding  basin, The marine  environment  changed  into warm  and  cold  conditions

alternativeLy.

  8 ) Early Plaeistocene ( 1 Ma)  : Rapid upheaval  of  eastern  mountain  areas  continued,  and  gradual-

ly the low land extended  to the  nerthern  part of  the  Niigata sedimentary  basin.
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ま　 え　 お 　 き

　北部 フ t ッ サ マ グ ナ か ら新潟 ・佐渡地域 に は 新第三系

が広 く分布 し，そ の 岩相 が 側方 に 変 わ る こ と の ほ か，褶

曲構造が 発達 して い る こ と もあ っ て ，各地域 ご とに 研究

が 進 め ら れ，地 域 的 な地 層 名 が そ れ ぞ れ 命名 さ れ て きた．

さ ら に，各地域間の 地層の 対比 は 岩相層序 お よ び 初 歩的

な 生 物層序 に よ っ て行 わ れ て きた た め，研究者間の 結果

の 相 違 が生 じ混 乱 を招 い て き た ．近年，微化石層序 ・火

山灰層序 ・絶対年代測定 な どの 層位学的手法 が 対比 や年

代決定に導入 さ れ る よ うに なり，本地域 に お い て も こ れ

ら の 手法 の 導入 の 結果，層序
・
対 比 の 混乱 が次第に改 め

ら れ て きた （新潟県地質図編纂委員会，1989 ； 日本 の 地

質 「中部地方 1」編集委員会編，1988）．

　本 地 域 に お け る 新第三 紀
一
前期更新世 の 古地 理 あ る い

は 古環境 に 関 す る 主 な 研究 は
，
Tsuda （1956），岩 本 ・

新保 （1964），影山 ・鈴木 （1974），米谷 ほ か （1980），

米 谷 ・井 上 （1981），魚沼丘陵団体研究グ ル ープ （1983＞，

小林 ほ か （1986），
Kobayashi　et　at ．，（1989），鈴木 （1989）

な ど に よ っ て 行 わ れ た．

　本 報告 で は，新潟地域 に お け る 代表的 な層序学的

研究をえ ら び，各地域 の 層序区分 と し，そ れ に 最近

の 生物層序学的な知見 を加味 して再検討 した 層序 ・

年 代 に 基 づ い て，地域間の 地層 の 対 比 を行 っ た．そ

れ ら の 対比 に 基 づ き
，
18Ma

，
16−15Ma ，14−13Ma，

10− 9　Ma，7Ma ，4Ma ， 3 − 2Ma ， 1Ma の 各時代

の 8葉 の 古地理 を描 い た。各図は そ の 年代の 前後 の

時代 を 含 む，こ れ らの 古地 理 図 は定 性 的 な 段 階 の も

の で あ り，将来質的な 表現 の み で な く量的 な資料 を

取 り入 れ て い く必要 が あ る．

　本研究 は 文部省科学研 究 補 助 金総 合研究 （A ＞

　（62302019 ；研究代表者小林巌雄）の 課題 と して 行

わ れ た．本報告を執筆す る に あたり，日本海沿岸総

研 の 参加者 か ら有益 な ご 意見 を い た だ い た．新潟大

学教育学部教授黒川勝 己氏 に は 日 ご ろ地質 に 関す る

ご教示 を うけて い る．こ れ ら の 方 々 に 感謝 い た し ま

す．

新潟地域 に お け る新第 三 系の 層 序 ・対比

　新潟地 域 に お け る 先第三系は蒲萄山地，櫛形 山地，

越後山地 ， 北 ア ル プ ス 最北部 （青海），佐渡地域 に

露出 し，ま た新潟平野 を は じめ 各平野 の 地下深部 に

も賦 在 し て い る ．新第三 系 は 糸魚川
一

静岡構造線の

東側 お よ び新発 田
一

小出構造線 の 西側 に 分布 し，ほ

ぼ NNE −SSW 方向 の 長軸 をもつ 褶曲構造 を形成 し

て い る．さ らに，後者 の 構造線 の 東側 に あた る 朝日一岩

船
・
荒川

一胎内 ・津川
一

魚野川 の 各地域 に も分布 して い

る．第三紀の 地質区 と し て，東側 か ら岩船
一津川 地 域，

新 潟 油 田地 域，佐渡地域 に，ま た南側 に 信州へ つ づ く頸

城 地域 に 区分 され る （第 1 図〉．

　岩船
一
津川地域 は前期中新世火成活動 の 活発 な 地域で

あ り，後期中新世以 隆隆起傾向に あ っ た 地域 で ある ．新

潟油 田 地域 は 前期中新世末 に堆積盆 が 発生 し，中期中新

世以降島弧の 隆起と 関わ り なが ら北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ地

域 に つ な が る
一

大堆積盆 と して 存在 し，
’
占 日本海が 性格

的 に も次第 に 明確化 され た 鮮新世 以 降 も ， 更新世 に 至 る

まで 堆積盆が存在 した 地 域で ある．こ こ に は 油 ・ガ ス 田

が 形成 さ れ て い る．佐渡地域 は 前期中新世 に 大量 の 火山

岩 が 噴出 し
， 中期中新世以 降新潟油 田地 域 に 連続 す る 海

盆 と し て 存続 した が，後期鮮新世以降陸化 の 傾向 に あ っ

た 地域 で あ る．北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ地域 の 北部 に あ た る

頸城地域 は，中期中新世以 降更新世 ま で 新潟油 田 地域 に

連続す る広大 な堆積 盆 の 中央に位置 し， 多量 の 砕屑物 が

堆積 し た 地 域 で あ る ，

第 1図　新潟堆積盆地 に お ける新第三系の層序を示 した

　　　　地域

　　　　Index　map 　of　the　selected 　areas ．
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第 2 図　新潟堆積盆地 に お ける 新第三系の 層序と対比

The　Neogene　stratigraphy 　and 　correlation 　of　Niigata　sedimentary 　basin．
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第 2図　新潟堆積盆地 に お ける新第三系の 層序と対比 ．

　 　 　 　 The　Neogene　stratigraphy 　an （i　correlation 　of 　Niigata　sedimentary 　basin．

　 こ れ らの 堆積盆 に 堆積 した新第三系の 層序を示 した地

域 を第 1図 に，各地 域の 層序 と 対比 を第 2 図 に そ れ ぞ れ

示 し た．新潟油 田 地 域の 新第三 紀 は 浮遊性有孔虫化石 帯

に 基 づ き下 位 よ り七谷 （本論 で は 津川
一

七谷 とす る ），

寺泊，椎谷，西山，灰爪 の 各期 に 区分 さ れ て い る （第 2

図 ， 米谷 ，
1978 ；渡辺 ，

1983）．さ ら に，火山岩類 か ら

な る 地層 が 主 に 堆積 し た前期中新世 を三 川期 とす る．

各時代の 地層 の 特徴 と古地理

つ ぎ に，各時代 の 地 層 と古地 理 ・古環境 に つ い て 述 べ

る，ca　3　− 10図 は各時代 の 古地理図で ある．

1．前期中新世 （18Ma ）の 古地理 （三 川期）

　 こ の 時代 の 地 層 は 佐渡 地 域 （相 川 層群 ） と岩船
一
津 川

地域 （蒲萄層，天井山層，三 川 層 ）に分布し，先第三 系

あ る い は古第 三系に不整合で か さ な る．主に酸性 か ら塩

基 性 の 火 砕岩 類 か らな る 下 部 グ リ
ー

ン タ フ 層 で あ り，不

淘汰礫岩層 や 泥岩層 を と も な う．

　時代 の 認定 は多くの 火山岩類 の 絶対年代測定 （雁沢，

1982，1987 ；金属鉱業事業団，1987）お よ び 眞更川層 の

関植物化石 群 （藤岡 ・西 田
，

1960）な どが 示す阿仁合 型
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第2 図　新潟堆積盆地 に お ける新第三系の 層序 と 対比

　　　　The　Neogene　stratigraphy 　and 　correlation 　of 　Niigata　sedimentary 　basin．

植物化石群 の 産出 に よ る ，

　新潟油田地域 で は こ れ まで の 坑井資料 （新潟県地質図

編纂委員会 ，
1989 ；第 3図）か らみ る と，下部中新統 の

存在 が 確認 さ れ ず，津川
一

七 谷 階 の 地 層 が 先第 三 系 を 直

接 お お っ て い る．こ の こ と か ら考える と
， 当時陸j或で あ っ

た もの と推定さ れ る．

　新 潟地 域 に お け る 前期 中新世 の 堆積 盆 は 佐渡，岩船一

津川地域 に お い て 陥没性 の 堆積 盆 地 と して 発 生 し（藤 田，

1990），基盤岩 の 礫を含む砂礫 ・火山灰質泥 の ほ か 大量

の 安山岩
・デ イ サ イ ト・流紋岩 の 火砕岩類 が 陸上 ある い

は陸 水 域 に堆 積 した （島津 ほ か ，1973 ；大佐渡研究 グ ル
ー

プ，1970a，1970b）．佐渡島 の 北部 に は 落葉樹 や 針葉樹

の 冷温帯林 （藤岡 ・西 田
，

1960）で 囲 まれ た湖 沼 が広 が

り，淡水性 の 珪藻 （歌代 ほ か，1978）・
昆虫 （藤山，1985）・

魚類 な どが 繁栄 し た．

2．前期／中期中新 世 （16−15Ma）の 古地理 （津川一七

　　谷期）

　先第三 系あ る い は 下部中新統 の 火砕岩類 に傾斜不 整 合

で か さ な る こ の 時代 の 前半 に あ た る 堆積物 は，佐渡地域

お よ び岩船
一
津川地域 に広 く分布する ．佐渡地 域 の 下 戸

層，岩船
一津川 地 域 の 鈴谷層 ・鹿瀬層 ・津川層 ， 新潟油

田地域東縁部の 釜杭層 ・山の 神層 ・大谷層 ・穴沢層
・
城
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内層 な ど で ある．

　
一

部 陸 域 に 堆積 し た と推定 され る砕 屑 岩 類 の ほ か，大

半 は 海成層 の 砂岩 ・礫岩 な ど粗粒岩相 に は じ ま り，上 位

に む か っ て 細粒岩相へ と移行する 砕屠岩類 か らな る．こ

れ ら の ほ か 大 量 の 酸性
一塩 基 性 の 火砕岩類 を伴 う地域 が

あ る （第 4図 ）．

　岩船一津川 地域 にお い て は不淘汰礫を含む基底礫岩に

は じ ま り，玄武岩質の 火山岩類 を と もな う，非常に活発

な 流紋岩 の 酸姓火山活動 が発生 した．こ の 堆積盆 の 発 生

は基盤岩 を 割 っ て 生 じ た 断裂 と，引 き続 く火 山活動に

よ っ て 特徴 づ け ら れ て い る （島津 ，
1973 ；吉村 ほ か，

1974 ；津川 グ リーン タ フ 団体研究 グ ル
ープ

，
1979），新

潟油 田地域 お よ び佐渡地 域 で は わず か に 酸性の 火山活動

を局地的 に 伴 い な が ら 非 火 山 活 動 地 域 と して 堆積盆 が 発

生 し た．

　 こ れ ら の 盆地 の 発生 お よ び 堆積 の 開始 は 地域 に よ り

N ．7 − N ．8 とい うよ うに や や 時代 を異 に し て い る．堆

積 は陸 域 あ る い は沿 岸 域 で は じ ま り
，莫大 な 量 の 崖錐性 ，
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第 3 図 新潟堆積 盆 地 に お け る新

　　　　第三紀か ら前期更新世の

　　　　古地 理 図 ：前期 中新世 （18

　　　　Ma ＞

　 The　 paleogeographical　 i皿 aps 　 of

　 Niigata　sedimentary 　basin　during

　 the　Neogene　and 　Early　Pleistocene

　times ：Early　Miocene （18　Ma ）．

扇 状地 成 な い し三 角州成 の 堆積物 が 局地的 に 累積 し た．

海進 が し だ い に 進行 し
， 潮間帯 か ら内湾 へ と，そ して 広

く浅海域 とな り，多島海の 様相 を呈す る 海域 へ と推移 し

た．海 は 暖流 の 影響を強 く受 け ，佐渡地域 で は マ ン グ ロ ー

ブ 沼が 出現 し た （Kobayashi　and 　Ueda
，
1991）．

　鈴谷層 ・津川層 ・城内層 は 台島型植物化石群 （観音沢

植物群）を，釜杭層，津川層
・
下戸層 は 軟体動物 ・

ウ ニ

類 ・腕足類 ・有孔虫 な ど の 海棲動物化石 を多産 す る．相

川 町平根 崎 ・真野 町西三 川 の 下戸層 か ら MinuhoPecten

leimurai，　 PlacoPecten　 ProtomoMtus ，　 Crassostrea

gr
’
avitesta ，　 Dosinia　nomutai 　

l
　 Siratoria　s｛ratoriensis ，

Anad α ra 　 kaleehataensis，　 Vicarツa ゴψ oη 蜘 ，　 Vdearyella

notoensis な ど の 門 ノ 沢型軟体動物群 を 産す る （木村
・

小 林， 1977 ； 小 佐 渡 団 体 研 究 グ ル
ープ，1977 ；

Kobayashi　and 　Ueda ，1991）．真野 町潮掛鼻 ・羽 茂町瓜

生 崎
・
津 川 町 ・村上 市釜 杭 で は ， MiogyPsinα leotoi，

OPercUtinα comPlanata 　iaPonicaを 産 し （藤本，1934 ；

Hanzawa ，　1935），　 Miogypsina　leotoi−Operc 褐“na 　compla ・

nata 　iaponica　zonule が設定 さ れ
，
　 Blow ’

s　N ．8 に対 比 さ

れ た （渡辺 ，1977＞．ま た 中山 トン ネ ル 相川側出 口 か ら

PateoParadoxia　tabataiが 発見 さ れ た （Tokunaga ，1939），

　下 部 の 粗粒岩 や 火砕岩層 の 上位 に は
，

一
般 に 海緑石層

を挟 ん で 泥岩層 が 整合 に か さ なる ．こ の 時代 の 泥岩層 か

ら は 浮 遊 性有孔虫化石 が 産出 し，下 位 よ り，Glebigeri−

noldes 　 siCan ” S　 ／・Prae。rbulina ・gt。mer ・ sa・curva 帯（Bl・W
’
S

N ．8 ），　Gleborotalia　PeriPheroronda〆Globorotαliα quint −

fal・ ata 帯 （Bl・w
’
s　N ．9 ＞，　 G 励 ・ア・ta“a　PeriP　heroαcti　ta／

Gtoborotalia　miozea （s．1．）帯 （Blow
’
s　N ．10）に 区分 さ

れ，一
括 して 七 谷階 と さ れ て い る （米谷，1978）．七谷

階の 上 限で 熱帯性の 浮遊性有孔虫が 消滅する （米谷 ・井

上 ，1981 ；米谷，1988）．石 灰質ナ ン ノ 化石が 七 谷層 ・

半蔵金層 か ら産出 し
，
CN3 〜CNsa 帯が 確認 され た （佐

藤，1982 ；小林 ほ か，1991）．地表 に分布す る こ の 階の

地層 は
， 櫛形山地 の 下 関層 ，笹 神 丘 陵 の 魚 岩 層，七 谷

一

五 十嵐川 の 七 谷層 （模式 地），弥彦山地 の 観音寺層，東

山 の 半蔵金層，佐渡 の鶴子層 な どで ある．ま た，頸城地

域 に も広 く分 布 す る，こ れ ら は 層理 の 発達 し た泥岩や 硬

質泥岩層 か ら な る．新潟油 田 地域 の 地 下 深部 で 七 谷 階 の
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第 4 図　新 潟堆積 盆地 に お け る 新

　　　　第三 紀 か ら 前期更新世 の

　　　　古地 理 図 ：前期／中期中新

　　　　世 （16−15Ma ＞

　The　paleogeographical 　maps 　of

　Niigata　sedimentary 　basin　during

　the　Neogene　 and 　Early　Pleistocene

　times　：　Early　Middle　Miocene

　 （16−15Ma ），

存在が次第に知ら れ る よ う に な っ た （新潟県地質図編纂

委員会，1989）．

　底生有孔虫化 石 で は HoPleinsina　morimachiensis 帯 が

設 け ら れ て い る （Matsunaga，1963）．そ の ほ か，

Buiim｛na ，　Am ”tonia ，　Epistomtneltaな どの 石 灰 質有孔虫

化石 ， Cyctamminaな ど の 砂質有孔 虫化石，ニ シ ン 科 の

魚 ・海棲哺乳類化石 な どが 産す る （佐渡海棲哺乳動物化

石研究 グ ル
ー

プ，1977）．

　 こ の よ う に ，後半の 時代 は 外洋性の 堆積盆 が 沈降 し拡

大 し た 時期 で あ る．海盆 は 下 部浅海 な い し半深海 とみ ら

れ る．前半 の 時代 に 引 き続 い て ，海域 は 暖流 の 影響をう

けて は い たが
， そ の 勢力 は 衰退 を は じめ ，暖温帯性の 海

洋生 物 が 繁殖 を始 め た．頸城地域 （難波山層最 下 部）に

は頸城海底扇状地が 長野県北部 か ら北東方向に 成長 を 開

始 し た （西 田 ほ か，1966a，1966b，ユ974 ； 赤羽 ，
1975，

1979 ；遠藤
・立 石，1990）．

　
一
方，酸性の 火 砕岩 と玄武岩質の 火砕岩類 が 海底 に 多

量 に噴 出 した海域 が あ っ た．北魚沼 の 流紋岩質凝灰岩 ・

同質火砕岩 （西名層），弥彦 ・角田 山地 の 流紋岩
・
玄武

岩 （観音寺層 ），新津 丘 陵 の デ イ サ イ ト （護摩堂 山 層）

な どの 火砕岩層 が こ の 時代 の 地層 に 存在 す る．佐渡の 小

木玄武岩 （山川 ・茅原，1968 ；小木団体研究 グ ル ープ，

1977，1986＞も こ の 時代 か ら寺泊期 に か けて 噴出 し た 海

底火山の 産物 で あ る．

3 ，中期中新世 の 中頃 （14−13Ma ）と そ の後期 〔11− 9Ma ）

　　の 古地理 （寺泊期）

　 こ の 時代 は寺 泊層 に よ っ て 代 表 さ れ，Matsunaga

（1963）は Spirosigntoitinella　cemPressa 帯 を寺泊階 と し

た．米谷 （1978）の 浮遊性有孔虫分帯で は ， 寺泊層 の 下

部 を模式 と して Globorotalia　PsettdoPachPtderma／ Glo．

bigerina　 woodi （s ．L ＞帯 （寺泊階 下 部〉，同 層 の 上 部 を

模式 と して Barren　Planktonic　Foraminifera帯 （寺泊階

上 部）が設 け ら れ た．前者 が Biow’s　N ，11〜N ，13，後者

が N ユ 4− N ，16で あ る．寺泊層 の 下 部 に は Valvulineria

sadonica ，　 Cassldulina　kasiwazakiensdsな ど の 石 灰 質有

孔虫 を産 出す る Blue　zone と呼 ば れ る 層準 が あ る．寺泊

層 の 上 部 で は，　Martino　ttiella　 communis ，　 Spirosig．

moilinella 　cemPressa な ど の 砂質有孔虫が 増加す る．

　珪藻化石帯 と して は，Crucidenticulα
　 niCob αrica

− Tha．

lassionema　schraderi 帯 が 中山層 に （秋葉，1987 ； 中原

ほ か
，
1987），

DentiCutoPsis　PraedimorPha帯 が 内須川層

に，D ．　dimorPha 帯が羽黒層 に （小林 ・渡辺 ，1985），　 C，

nicobarica 帯
一1）．dimorPh α 帯 が 貫木層 に （柳 沢 ほ か，

1986）そ れ ぞ れ 設 け られ た，放散虫化石帯 と し て は 、下

位 か ら，Cy　rtocaPsella 　tetraPera帯 ・Lychnocanium 　nip −

PoniCum帯 （中世古 ・菅野，1973）の 2帯 が み とめ られ
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第 5 図　新潟堆積盆地 に お け る 新 第三

　　　　紀か ら前期更新世 の 古地理図

　　　　 ：中期 中 新 世 （14−13Ma ）

　The　 paleogeographical　 maps 　 of 　 Niigata

　 sedimentary 　 basin　 during　 the　 Neogene

　and 　 Early　 Pleistocene　 times ； Middle

　Miocene （14−13　Ma ），

て い る ．

　 こ の 時代 の 地 層 は タービ ダ イ ト相 と泥岩相 に 分 けら れ

る （第 5 図），タービ ダ イ ト相 は 北 部 フ ォ ッ サ マ グ ナ の

頸城 地 域 か ら新潟油 田 地域南部 に分布す る 難波山層
・
小

菅層
・寺泊層 な どで ある，全層厚2，000

− 2，300m に 達 し，

主 と して 堅硬 な ブ リ ッ シ ュ 型砂岩泥岩 互 層 と硬質黒 色 頁

岩 か ら な る．堆積構造か らえられ る 古流向 は南 も し くは

南西 か らの 軸流 と と もに，東あ る い は南東 か ら の 側方流

を しめ す （影山 ・鈴木，1974）、

　泥岩相 は佐渡地域 ・新潟油 田地域北部
・
津川地 域 に分

布 し，500m 以上 の 暗灰色泥岩層 な い し珪藻土 か ら な る．

佐渡の 中 山層，櫛形 山地 の 内須川層，笹神丘 陵 の 羽 黒層，

七谷
一

五 十嵐川 の 南五 百川層，北魚沼 の 貫木層 ， 津川 の

野村層な どで あ る ．

　前時代 よ りも堆積盆 の 沈降が 進行 す る と と もに ，さ ら

に 深 くなり，1箜域 か ら遠く離 れ た ．前期 か らつ づ く頸城

海底扇状地 は北部 フ ォ ッ サ マ グ ナ地域 か ら新潟油田地域

に お よ ぶ 広 大 な 範 囲 に 拡 大 し た．一
方，新潟油

．
田 地 域 の

中央部 に あ た る 弥彦か ら三 条 に は 北西
一
南東 に の び る 隆

起帯 （弥彦一三 条隆起帯）が 延 び （米谷 ほ か，1980），

そ の 北 側 に あ た る 佐渡地 域 か ら新潟油 田 地域 の 北部，津

川地域 の 深海域 に は珪 藻が 繁殖 し，珪藻質軟泥 が 厚 く堆

積 し た．そ こ は南側 に比べ て 浅い 隆起部 を形成 して い た

か も しれ な い ．こ の 海 は 北太平洋 に つ なが る温帯
一冷水

域 で あ っ た が，暖流 の 影響 も間欠的 に 受けて い た．寺泊

層下部 の Blue　zone か ら頭 足 類 の 化石 が 発見 さ れ た こ と

は こ の こ と を裏付 け て い る （小林
・
吉岡，1990）．寺泊

層堆積 時 に は 前期 に 引 きつ づ く玄武岩 の 海底火山活動が

各地 に 起 こ り， 小木海山 ・佐渡海盆 北 ・弥 彦 海 山 ・高立

山海山 な ど の 海底火山が新潟油田地帯 を横切 る よ うに北

西
一

南東方向に 形成 さ れ た．こ の ほ か流 紋岩 ・デ イサ イ

トの 火成活動 も同時 に 起 きた．

　10− 9Ma の 古地理図 （第 6 図）に 表現 さ れ た 時代に

な る と
， 頸城海底扇状 地 の 発達 も弱 ま り，海域 は 広 く

CCD 以 下 の 深海 とな り，新潟油 田地 帯 の 南部 で は 黒色

泥が，北部 か ら佐渡地域 に か けて は引きつ づ き珪質軟泥

が 厚 く堆積 し た．弥彦 ・角 田 に は 安山岩質火砕岩 か ら な

る 海底 火 山 が 噴 出 した．

4．後期中新世 （7Ma ）の 古地理 （椎谷期）

　 こ の 時代 の 地層 は 新潟油 田地域 の 椎谷層 に よ っ て 代表

され る．米 谷 （1978） は 浮遊性有孔虫化石帯の Gleboro．

talia　ileebei／Orbultna　univers α 帯 を椎谷 階 と定 め た．珪

藻 化石 帯 の Ro”xia 　caltforniCa 帯
〜　Neodenticula　

Ileamt −

schattha 帯 は こ の 時代 に あ た り，佐渡地域で は 連続的 に

認 め ら れ る が，新潟油 田地 域東縁 部で は
，
N ．　leamtschα一

tiCa 帯 よ り下位を欠如 す る こ と が 多い ．新潟油田地域 の

椎谷層 は
一

般 に 寺泊層 に 整合 に か さ な る が，そ の 東縁部

で は 椎谷層相当層 ， 寺泊層相当層 の
一

部 が 欠 如 した り，

椎谷層相当層 の 火山岩類 が 下 位層 に不 整合 に か さ な る．

こ の 時代 の 不整合 は 中条町 平木田 ガ ス 田 か ら も報告 さ れ
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第 6 図　新潟堆積盆地 に お け る 新第三

　　　　紀 か ら前期 更新世 の 古地理 図

　　　　 ：中期中新世 （10−　9　Ma ）

　The　paleogeographical　 maps 　of 　Niigata

　sedimentary 　 basin　 during　 the　 Neogene

　and 　 Early　 Pleistocene　 times ： Middle

　Miocene（10− 9Ma ）．

て い る （加藤 ・片平 ，
1968）．

　堆積相は珪藻質泥岩相 ・黒灰色泥岩相 ・タービ ダ イ ト

相 で あ る砂岩泥岩互 層相 ・火砕岩相 の 4 相 に大 き く区分

さ れ，い ず れ も半深海の 堆積物 か らな る と考えら れ る（第

7図 ），

　珪藻質泥岩相は佐渡 の 中山層上 部層 ・山 田川 層 ，櫛 形

山地 の 内須 川 層 上 部，津川 の 常浪層 で
，青緑色塊状泥岩 ・

細砂質泥岩か ら な る．Rowxia　cattfornica 帯〜1＞lledenti・

cula 　k ωmtschatic α 帯 に 属する （小林
・
渡辺，1985 ；秋葉，

1987 ； 中原 ほ か，1987）．黒 灰色 泥岩相 は 荒谷相 （鯨岡 ，

1962）と も呼ば れ，東山 ・
西山に分布す る、東頸城 に は

や や 青味をお び た暗灰色塊状泥岩か らな る 須川層 が 分布

す る．砂岩泥岩互 層 相 は西 山 の 椎 谷 層 ，新津丘 陵 の 金 津

層 ， 東山 の 北部 の 荒谷層，西 頸城の 能生 谷層 で あ る ．火

砕岩相 は 安 山岩 ・デ イ サ イ トの 火山岩類 で ，新潟油 田 地

域 の 東縁部 と東山 に 分 布 す る．加 茂市七 谷 か ら下 田村森

町の デ イサ イ ト溶岩 ・同質火砕岩 （重 倉山層），北魚沼

郡広神村和 田川ぞい の 安山岩溶岩 ・同質火山角礫岩 （鳥

屋 ケ峯層 ），魚沼丘 陵北東縁 の 安山岩溶岩 ・
同質火 砕岩

←一・・
村尾層）で ある ．東山の 荒谷層 は 安山岩溶岩

・
同質

火砕岩 を多量 に挟む．

　寺泊期 か らつ づ く深海性の 海盆 は こ の 時代 に 全域的 に

隆起 す る と と も に，北北東
一
南南西 方向に 延 び た沈降域

と隆起域 とが 顕在化 を は じ め，堆積盆 の 分化 が み られ る

よ うに な っ た．脊梁地域 な ど後背地 か ら こ の 沈降性海盆

に 供給 され た堆積物に よ っ て ，トラ フ が 埋積 され た り，

小規模 な海底扇状地 が各所 に 形成 さ れ た ．西 山地 域 の

タ
ービ ダ イ ト相 （椎谷層 ）は 東

一
南東方 の 越後山地 側 に

現 れ た 後背地 か ら供給 さ れ た堆積物 で あ る．古流向 は 南

→ 北な い し南西 → 北西性 の 軸 流 が 卓越 し て い た （影山 ・

鈴木，1974）．西山 ・東 山 の 椎谷層 お よ び 相当層 に は藍

閃石 や そ の ほ か の 変成鉱物が み と め られ，東側 の 上越変

成帯か ら供給され た こ と を示唆 して い る （鈴木 ・吉村，
1966），

　Neadentdeula　leamtschatiCaに よ っ て 示 され る よ うに，
海洋環境 が冷水海 （寒流）域 へ と明 ら か に 変化 した （柳

沢，1988）．花粉化石 の 資料 （山野 井，1976，1978） か

ら も周囲の 陸域 に お い て 重要 な植生 の変化が進行 し，亜

熱帯性 の 植生 に代 わ っ て，温帯性 の 植生 に移り変 わ っ た，

こ の 時代 は メ ッ シ ニ ア ン 期 に相 当 し
， 世界的 にみ て も変

動 の 時代で あ り，海水準低下期 で もあ っ た．

5．前期鮮新世 （4Ma ）の 古地理 （西山期前半）

　 こ の 時代 の 地層 は 新 潟 油 田 地 域 の 浜忠層 ， 西 山層下部

に よ っ て 代表され る．浮遊性有孔虫化石帯 （米谷，1978）
iま　Clobigerina　Pac．hyderma　　（dext．）　　／　Gtoberotaiia
ortentalis 帯 の 下 部 に 相当 し，　 No ．3G 励 070 副 瓧 好 」伽

bed を含 む．

　米山を除 い て ，新潟油田地域 の 西山層 は下位層 に整合

に か さな る が，新潟油 田 地域東縁部 で は そ の 根当層 が 不

整合 に か さ な る．こ の 時代 の 地 層 は ト ラ フ 型扇状地成 の
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第7 図 新潟堆積盆地 に お け る 新第三

　　　　紀 か ら前期更新世 の 古地理図

　　　　 ：後期 中新世 （7Ma ）

　The　 paleogeographical 　 maps 　 of　Niigata

　sedimentary 　 basin 　 duri皿g　the　 Neogene

　 and 　Early　Pleistecene　times　：　Late

　MiQcene （7Ma ）．

砂岩泥岩 互 層相，半深海成 の 青緑色塊状泥岩相，陸棚相

の砂質泥岩相 ， 海底の 隆起部 に 堆積 した砂岩相 に 区分 さ

れ る．また，大量 の 火砕岩類 が 各地 に分布する （第 8 図）．

　礫岩 を と も な う砂岩泥岩互 層相は西頸城 の 川詰層 （遠

藤 ・立石，1985），東頸城 の 田 麦川 層 （高野，1990），八

石山地の 程平層，米山の 大清水層，西山の浜忠層 （鈴木

ほ か，1974a），東山の 川 口 層 （徳橋，1985）な ど で ある ．

青緑色塊状泥岩相 は笹神丘 陵 の 安野 川層 ， 新津丘陵の 平

層，東山の 牛ケ首層，八 石 山地 の 菅沼層 ， 米山の 竹ケ鼻

層，東頸城 の 菖蒲層 な ど，新潟油 田地域全般 に わ た っ て

広 く分布する．岩質か らは，新潟油 田 地域南部 に 多 い 黒

灰色塊状泥岩相と新潟油 田地域北部 か ら佐渡地域 に 分布

す る緑灰色塊状泥岩相 に 区分 さ れ，後者 は珪藻質で もあ

る．新津丘陵南部の 田 上町大沢付近 に は
， 泥岩の 薄層 を

は さ む礁性 の 堆積物 と み られ る 石灰質砂岩 （大沢石）が

あり，泥岩 か らな る 平層 に側方漸移す る，火砕岩相 は 米

山 ・黒姫 山 ・加茂市東部 の 猿毛岳付 近 に か け て 分布す

る．坑井資料 に よ る と，長岡平野の 地 下 に も広 く分 布す

る （茅原，1974）．こ れ ら の 火砕岩 は 大量 の 安山岩質火

砕岩 の ほ か，溶岩 ・火 山性砂岩 な ど か ら な り，海底 に 噴

出し た．

　 海生動物化石が 諸地域 か ら産出す る．底生 有孔虫化石

帯 で は ，Uv　tgerina　subPeregi
’ina帯 （Matsunaga ，1963）

が 設 定 さ れ，Trtfarina　leokoz” raensis ，　 Uvigerina　alei−

taensis な どが 産 し，半深 海 の 環境を示 し て い る．帯灰

緑色泥岩 か ら PalltOlum　Peelehamiな ど の 半深海生 の 軟体

動物が，大沢石 の 石灰質砂岩 か ら LimoPsis　toleaiensis，

Chlα mys 　 cosibensis ，　 Venericardia　ferru8inea，　 Acila　tn・

stgnis な どの 下部浅海群集の 化石 が 産出す る．頸城地域

か ら も半深海 か ら浅海 群 集 の 化石 が 産 出 す る （Noda ，

1962），浅海 の 砂岩
・
砂質シ ル ト岩か ら は 大桑 ・万願寺

動物群 の 種組成を含む化石 が 知 ら れ て い る （柳沢 ほ か，

1986）．

　 こ の 時代 は，脊梁山地側 が 隆起 し，陸化 を始 め た の に

対 して ，日本海側 は 再 び 沈降域 と な っ た．こ の 海盆 は

北 北 東
一南 南 西 方 向 に 延 び る 舟状海盆 の 形態を し て い た

とみ られ，西 山 期 の 等層厚線図 （米谷 ほ か
，
1980）か ら

も寺泊期の海盆 とは 明らか に異なる と推定 さ れ る．椎谷

期 に引 きつ づ く海域 に は トラ フ を埋 積す る 砂
・
泥が 東頸

城 か ら魚沼 に か け て 厚 く堆積 し た （本座，1965 ；高野，

1990）．こ の 半深海
〜

浅海 の 海底 に は局所的 に 海底火山

が は げ し く噴出 し （茅原，1974 ；吉村，1982），大量 の

安山岩類 ・デ イ サ イ ト類 の 火 砕 岩 が 米 山 （米 山 団体研 究

グ ル
ープ，1973＞，加茂市猿毛岳，長 岡の 地域 に 海底火

山が形成 さ れ た．海域 は 対馬暖流 の 影響 を受け温帯水域

の 生 物群 が 浅海に は 多 く繁栄 し て い た し，全 体 をつ う じ

て み る と冷水海の 影響 が 強 ま る 時期 で も あ っ た．

6．後期鮮新世／前期更新世初頭 （3 −1．5Ma ）の古地

　　 理 （西山期後半〜灰 爪期前半）

　 こ の 時代 の 地層 は西山層 の 中〜上部お よ び 灰 爪層下 部
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第 8 図 新潟堆積 盆 地 に お け る 新第 三

　　　　紀か ら前期更新世 の 古 地理図

　　　　 ：前期鮮新世 （4Ma ＞

　The　paleogeographicar 　 maps 　of　Niigata

　seClimentary 　 basin　 dur正ng 　 the　 Neogene

　 and 　Early　Pleistocene　times 　： Early

　Pliocene（4Ma ）．

に あ た り，新潟油 田 地 域 の 各地 に 分布す る ．米谷 （／978）

の 浮 遊 性 有孔 虫 化 石 帯 で は Gtobigerina　Pachyderma

（dext．）〆Gtoborota“a　orient αlis帯 の 上 部 に あ た り，

No ．2Globorotatia　inftata　bed を含む．一
時，　 Neoglobo．

quadrina 　Pachyderm α が左巻優勢 と もな る．珪藻化石 は，

安野 川 ・河内 の 各層か ら報告 さ れ，N ，　leamtschatdea／

N ．如 伽 廟 」帯〜N ．koizumii帯 が確認 さ れ て い る （小

林 ・渡辺 ，1985 ；中原 ほ か，1987）．第四系の 基底 は 佐

藤 ほ か （1987）に よ っ て西山層 の 中 に置 か れ て い る が ，

魚沼団体研究 グ ル
ープ （1983）で は 魚沼層群 の 中部累層

の 中 に 引 か れ 両 者 に差異 が ある （小林 ほ か
，
1988）．

　 お もな地層 は 砂岩泥岩互層 を と もなう砂質泥岩相 と塊

状泥岩相 か ら なる．砂質泥岩相 は櫛形山地 の 鍬江層，東

山の 白岩層 ， 西山 の 灰 爪 層下部 ， 魚沼丘 陵 の 四 十 日層 ，

八 石山地 の 八 王 子層，米山 の 阿相島層，東頸城 の 東川層，

西頸城 の 名立層 ・谷浜層，佐渡の 河内層な どで，砂質シ

ル ト岩 ・細 粒砂岩泥 岩 互 層 を主 体 と し，石 灰 質砂岩 層 を

は さむ．こ れ らの 地 層 の 多 くは 産出す る 化石 か ら一
部半

深海，多くは 下 部浅海 の 堆積物 と考えら れ る．塊状泥岩

相 は 西 山相 と も い わ れ，帯灰 緑色一暗灰 色塊状泥岩 か ら

な る ．西山層 の 上 半部 に 分布す る．産出す る 化石 か ら半

深海 の 堆積物 と考 え ら れ る ．こ の ほ か，火砕岩相 と して

は米山
・
長岡 に 安山岩類 が分布す る （第9 図）．

　大 桑 ・万 願 寺動物群 に属 す る 軟 体動 物化石 （柳 沢 ほ か，

1986 ；小林 ほ か ， 1991；安井，1988＞や 浅海生の 石 灰質

有孔虫化 石 が 砂質泥岩 か ら 多産 し，
一

方，塊状泥 岩 相 か

ら は半深海生 の ひ悦g6吻 α な ど か ら なる群集 が 多 く産出

す る （Matsunaga ，ユ963 ；岩 本
・
新 保，1964 ； 米谷，

1978 ，1988 ； 新潟有孔虫研 究 グ ル ープ，1983）．浮遊性

有孔虫 か ら は 暖流 お よ び寒流 の 影響 が 交代する 海域 が 推

定 さ れ る （佐藤 ・工 藤，1986）．

　後期鮮新世 に な る と，新潟油 田地 域東縁部お よ び東頸

城 ・米山 の 海は 浅海化す る と と も に，越後山地側 の 隆起

部 が 陸化 をは じめ，多量 の粗粒堆積物 が 運 び出 さ れ，海

岸部 に は 三 角州 な ど が 形成 され た．沿岸部に は粗粒砂が，

沖合 い の 浅海 に は 砂質泥 が 厚 く堆積 し た ．さ ら に西山か

ら弥彦 ・角 田 お よ び 佐渡 の 地域 は 陸化削剥 され た．ま た

新潟平野 ・佐渡海盆 な どに は 沈降性 の 堆積盆が 半深海の

泥海 と して 存続 し た．

　浅海 に は軟体動物 を は じめ 多 くの 海棲動物が 生息 し
，

と くに暖流系の 生物群 と と も に寒流系 の 生 物群が 現 れ る

よ う に な る．

7．前期更新世 （1Ma ）の 古地理 （灰爪期後半）

　 こ の 時代 の 地 層 は 西 山の 灰 爪 層中
一上 部 に よ っ て 代表

され る，こ の ほ か，佐渡 の 沢 根 層，お よ び灰 爪 層 に 指交

す る 河川成〜潟湖成〜内湾の 堆積物 か らな る魚沼層群の

中部／上 部累層 で あ る．詳細 に つ い て は ，魚沼丘陵団 体

研究 グ ル
ープ （1983），小林 ほ か （1986）お よ び 風 岡 ほ

か （1986）の 論 文 な ど に記 述 され て い る ．

　SKO30層準付近 の 古地 理 図 （第 10図）を しめ す．越後
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第 9 図　新潟堆積盆地 に お ける 新第三

　　　 紀か ら前期更新世 の 古地理図

　　　　：後期鮮新世 （3 −2Ma ）

　The 　 pa且eogeographical 　 maps 　of　Niigata

　sedimentary 　 basin　 during　 the　 Neogene

　and 　Early　PleistQcene　times 　：　Late

　Pliocene（3 −2Ma ）．

　　
　 　

　　
　　
　　
　　

第10図　新潟堆積 盆 地 に お け る 新第三

　　　 紀か ら前期更新世 の 古地理図

　　　　 ：前期更新世 （ユMa ）

　The 　 paleogeograph三cal 　 maps 　 of 　Niigata

　sedimentary 　 basin　 during　 the　Neogene

　and 　Ear且y　Pleistocene　times 　：　Early

　Pleistocene（1Ma ）．
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山地，河東山地，日本ア ル プス 地域 の 隆起 が 進行 し，そ

の 前縁 に 粗 粒 の 砕屑物 が厚 く堆積 した．魚沼地域 に は 陸

域 か ら 沿岸域 の 堆積環境 を維持 し な が ら ，
1

，500m以 上

の 堆積物 を伴 う沈降性 の 堆積盆が 存在 した，海盆 は 北側

お よ び西側 で は 浅海か ら半深海で あ り ，
こ の 海 は 現在 の

海 に つ な が る 海域 （日本海） と し て 存続 し
， 莫大 な量 の

堆積物 を埋 積 させ て い る ．
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　　新生 代 の 新潟地域 に兮布 す る新第三 系
一
下部更新統 の 層 序 の 資料 を整理 し

， 対比 を再検討 した．こ れ ら の 資

　料 に加 え て ，堆積相 ・化石相 に 基づ き，8 つ の 時代 の 古地理 図 を描 き，古環境 の 概略を論 じた．

　1 ．前期中新世 （18Ma ）の 三 川期 ：佐渡
・
岩船

一
津川地域 で 陥没盆 地 と し て 発生 した 陸 上 の 堆積盆 に 主 に 安山

　岩一流紋岩の 火砕岩類 と砕屑岩類 が堆積 し た．冷涼 な気候 で あ っ た．

　2 ．前 期／中期中新世 （16−15Ma ）の 津川
一
七谷期 ：著 しい 海進 が 広域 に起 こ り，暖流 で 洗わ れ た多島海 の 海

　域 が 出 現 した．気候 は 温暖 と な り，暖流 系の 各種生物群 が生息 した．後半 に 下 部浅海 な い し半深海 へ と変 わ っ

　た．

　3 ．中 期 中新 徴 の 中頃 （14−13Ma ）と そ の 後半 （11− 9Ma ）の 寺泊期 ：海 が 深 くか つ 拡大 し，温帯水域 の 海洋

　
へ と推移 し た．当時深海下 に あ っ た頸城地域 に広大 な 海底扇状地が 成長 し，佐渡

一
新潟油 田 地 域 の 北 部 で は 珪

　藻質軟泥 が 厚 く堆積 した．さ ら に ，玄武岩質の 海底火山が 佐渡地域 な ど で 噴 出 した．

　4 ．後期 中新 世 （7Ma ）の 椎谷期 ：堆積盆 の 東側 に当 た る 脊梁地域 お よ び 海域 全 体 に起 きた 大 きな変動は，
古海洋 に 様 ざま な変化 を もた ら した．地球規模 の変動も こ の 時代 に 起 こ り，そ の 影響も うけ て 海洋 ・陸 上 生 物

群 が 変化 し た ．と くに，北北東
一
南南西方向の トラ フ が成長 し，東側 か ら もた ら され た 粗粒堆積物で 埋積され

　た．

　5 ．前期鮮新世 （4Ma ）の 西山期前半 ：脊梁山地側 の 隆起 が 進行 し た が，
一

方海盆 は再 び拡大 し，暖 流 が 流

入 する 縁海 と し て の 日本海が 顕在化 した．海底 の 火山活動が活発化 した 地域 もあ っ た．

　6．後期鮮新世／前期 更 新 世 初 頭 （3 −1．5Ma ）の 西山期後半一
灰爪期前半 ：東側 の 隆起 と南 側 の 海退 が 急速

　に 進行 し，陸 地 が広 く現 れ た ．寒流 の 影響 も受 けは じ め ．南方系 の 生 物 群 と と もに 北方系 の 生物群 が 渡来 し た ．
海底 の

一
部が 隆起帯 を形成 し たり，佐渡 ・弥彦地 域 な どで は 陸地が 出現 した．

　7 ．前期更新世 （ユMa ）の 灰爪 期後半 ：新潟堆積 盆 地 の 中部 ・現在 の 日本海域 を除 い て
， 新生代 の 堆積盆 が

陸化 し，扇状地 や海 岸 平 野 が 出 現 し た ．海水準変動 に よ る 海進 と海退が 繰 り返 さ れ，暖期 に は 南方系 の 海棲動
物が 北上 し た．
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